
令和５年度

地域コミュニティの核となる学校

① 浅内小授業スタイル

・「秋田の探究型授業」づく

りを基盤とした主体的な学

びの実現

・少人数を生かした場の設定

（学習リーダーの経験等）

による主体性の高まり

② ＩＣＴ機器を効果的に活用

した授業

・ＩＣＴ機器を活用した計画

的な学習活動による主体的

な学びの推進

③ 学校図書館のメディアセン

ター化

・情報活用能力育成のための

環境整備

（画像や動画の編集、制作等

タブレットとのリンク）

① インクルーシブ教育の推進

・ユニバーサルデザインの視

点によるどの子どもも「分

かる。できる」授業づくり

② 自己有用感を醸成する学校

づくり

・子どもの「絆づくり」を図

り、「失敗しても大丈夫」

という安心感から自信を

もたせる「居場所づくり」

③ 幼保・小との連携

・継続した連携による子ども

と保護者の安心感につなが

る取組の充実（学校行事へ

の継続した招待、学校報の

配付、等）

① 地域と連携・協働するため

の組織づくり

・「浅内小応援隊」による地

域の教育力を生かした体験

活動等の充実

・浅内ロケット団（子どもの

地域貢献活動）による地域

の一員としての意識や自覚

の高まり

② 地域に貢献する学校の取組

・地域に学び、学びの成果を

発信することで地域を元気

にする活動の充実

③ 豊かな学びの環境

・地域に愛される魅力ある環

境の中、子どもが生き生き

と生活できる学校

教師も子どもも

Action！
ここに止まらず

大海を知る
ふるさと教育の

その先を創造する

浅内小学校の教育計画

学校教育目標

学ぶ楽しさ 生きる喜び
瞳かがやく浅小っ子

～特認校「失敗こそ成長のエンジンだ！」～

学校経営の方針

「友愛」

認めあえる
子ども

「勤労」

ねばり強い
子ども

「進取」

挑戦し続ける
子ども

「健康」

心身たくましい
子ども

「進取（知）友愛（徳）勤労（意）健康（体）」の校訓を教育の根幹におき、人や地域との
豊かな関わりを通して、社会の形成者としての基礎的資質を育成する。
「特認校」モデル校として、「少数精鋭：魅力ある学校づくり」に努める。

地域と共に 「浅内ロケット団」



１ 地域及び保護者について
(1) 学校は能代市役所より国道７号線に沿い約６㎞南に位置し、学区内には河戸川、浅内、寒

川、石丁、福田、成合、中浅内、浜浅内、黒岡、戦後開拓者入植によってできた茨嶋の１０

の地区がある。どの地区の周辺も交通量が多く交通安全指導には特別の注意を払っている。

(2) 浅内浜には宇宙科学研究所能代多目的実験場があるほか、能代市名産の和梨の産地として

も有名である。また、河戸川と浜浅内間の砂地の畑は、能代ネギの栽培が盛んである。国営

パイロット事業が実施された学校東側台地一帯を、現在は秋田自動車道が通っている。

(3) 学区域には旧石器時代から平安時代にわたっての遺跡が多く、十二林遺跡、福田遺跡（4、480
㎡）、石丁遺跡（975㎡）、蟹子沢遺跡（500㎡）などがある。平成１４年４月～９月にムサ岱
遺跡・上の山Ⅱ遺跡の遺跡発掘調査が行われ、本校児童も発掘作業に参加している。

(4) ＰＴＡ世帯数は５２。保護者の教育に対する関心は高い。ほとんどの世帯が共働きのため、

普通日昼間の諸会合の開催は難しいが、土日休日や早朝に実施するＰＴＡ専門部の呼びかけ

による作業への協力は積極的で参加者も多い。

(5) ５月１日現在の全校児童数は５９名。

（特認校制度により令和３年度に１名、４年度に３名、５年度に２名学区外からの転入学が

あった。）

２ 校地校舎について
(1) 平成５年５月に校舎改築期成同盟会が設立され、平成１４年に土地取得、１５年には基本

設計、地質調査が行われ、１７年３月２４日に建設工事着工、１８年３月２４日に校舎、体

育館が完成した。その後、グラウンドが平成２０年３月２１日に完成している。

(2) 新校舎周囲の緑化環境や花壇等の整備を進めている最中で、平成２０年１１月１４日に６

年生２７名が裏山に記念植樹を行った。また、「やがて大きく成長する桜と共に、児童たちの

成長を願うため」平成２４年度の関東能代会事業として、グラウンド脇に紅しだれ桜の植樹

が行われ、翌年度も継続して実施された。

(3) 平成２２年５月１９日にプール改築期成同盟会が設立され、その後市議会で改築を採択、

２４年８月より建設工事が始まり、翌年６月末に完成した。平成２５年７月１日に竣工を記

念して、プール開き（テープカットや模範泳法・指導など）を実施し、２６年３月２６日に

改築期成同盟会を解散した。

(4) 平成３０年７月２日から体育館耐震改修工事が始まり、１０月１９日に完了している。

（5） 令和２年８月２９日から各教室のエアコン工事が始まり、９月９日より稼働開始している。

３ 児童について
令和２年の諸調査質問紙「苦手なことにも挑戦している」の項目についての肯定的評価が過

去６年間で最も低かったことを重く受け止め、令和３年「挑戦」、令和４年「勇気」を合い言葉

に意識改革を図った。また、その意識改革のために、様々な体験活動や令和２年度に立ち上げ

た「浅内小学校応援隊」等との人とのふれあいを意図的計画的に教育活動全体に位置付けて取

り組んだ。

その結果、県学習状況調査では、４年生の国語を除き、全ての学年、全ての教科で県平均を

上回り、基礎的基本的な力は、おおむね身に付いている。なにより「浅小っ子アンケート」で

「勉強は楽しい」の項目の最肯定値が８２．４％と高い値を示した。また、「地域コミュニティ

の核」となることをふるさと教育の目標としてきたが、県学習状況調査質問紙の「地域のため

になる活動に進んで取り組みたいと思う」については、昨年度も４年生以上全ての学年で１０

０％の児童が肯定的回答を選択しており、地域に貢献したいという意識の高揚が感じられる。

昨年度に引き続き、自分に自信をもち自分の考えを表現し合うだけでなく、人との関わりを

通して、失敗を恐れず挑戦し続けるたくましさも身に付けさせたい。そのため「失敗こそ成長

のエンジンだ！」を合い言葉に、失敗が成長につながるステップを教育活動全体を通じて意図

的に取り上げ、意識付けを図りたい。


